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組 合 長 田中 祥晃（大 庄） 再任

副組合長 宮本 博義（小田南）再任

同 和田 壽子（本 庁）再任

会 計 桃原 光子（園 田）再任
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同 馬野 博子 (小田南) 再任

同 衣笠しず子（尾 浜）再任

同 車田トシ子（小田北）再任

同 小鍛治四郎（伊 丹）再任

同 杉浦 久彬（本 庁）再任

同 中村 允彦（西 宮）再任
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同 西村 光行（大 庄）新任
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同 高尾 順子（大 庄）再任
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迎
え

私は三菱電機の子会社で25年間働き、ここで学んで宅建業の

資格を取り自営業をしてまいりました。

平成元年6月、この時はまだ三菱電機の子会社で働いている

時、尼崎市内で鉄骨造瓦葺3階建の建売住宅3８００万円で購入、

支払は全部住宅ローンで支払いました。

やっとの思いでフリーローンの支払いが終わったので、住宅

ローンの復活のお願いに銀行に行ったら、住宅ローン支払いが

あと4年で残高が１２００万円あり、今までの支払いが月7万円

弱であったのが26万8千円を47回で支払え、払わなかったら住

宅を売却するよう言われ、そんな事になれば一家3人とペット

を路頭に迷わすことになる。

これは大変なことになったと銀行に何度も期限延長をお願い

もだめとなり、必死の思いで銀行協会、金融庁、消費生活セン

ター等ありとあらゆる所に相談に行ったが、どこもだめで解決

に行き詰まり、残された方法は住宅ローン生命保険があり、本

人が死ねば住宅ローンは生命保険で返済されると思い、毎日死

んで解決することばかり考えるようになりました。

決意するまで悩みに悩み、半年間苦しみ抜き、平成29年12月

に「ロープを購入」しました。

自殺を考えていた時、ＪＲ尼崎駅前で共産党の松沢市会議員

の「街頭宣伝に出会い、私は何げなく署名して帰ろうと思った

が、この人に今の私の気持ちだけでも伝えようと話し掛けまし

た。

松沢市会議員は、すぐ私の事務所に来なさいと言われ、相談

したところ「死ななくていいよ、ここに行きなさい」と言われ

借地借家人組合を紹介されました。

田中組合長さんが相談にのって下さり、住宅ローンが払えな

かったら銀行が競売にかけてくるから、明け渡すまで半年か1

年はかかるので、住宅ローンの支払いを止めて毎月の支払いを

次の住む借家を借りる初期費用にしなさい。

そうして家族3人とペットが住める借家を探すというアドバ

イスを受け、その指示に従いました。

今年の5月、家は競売で落札した人から明け渡してほしいと

言われ、私は3人家族とペット10匹を入れてくれる借家はない

と思っていましたが、借家人組合に借地人で両親が亡くなり住

人がいない相談があり、田中組合長は、その建物を借家にしま

せんかと勧め話し合った結果、､他所よりいくらか安めにして

もらい話がまとまりペット飼育も可能となり、まるで夢のよう

な話でまとまりました。

私にとっては「地獄に仏」とはこういうことと思い、私は死

ぬことばかり考えた人間が奇跡的な解決が出来ました。

借地借家人組合には心から感謝しています。

手記 杉 浦 久 彬

住 宅 問 題 で

奇 跡 的 に 解 決

植田先生に感謝をこめて花束贈呈

記 念 講 演


